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帝人株式会社（社長：長島 徹、以下｢帝人｣）と杏林製薬株式会社（社長：荻原 郁

夫、以下｢杏林｣）は、２００３年１０月１日に予定していた分社型吸収分割による帝人

の医薬医療事業グループと杏林との事業統合に関して協議を重ねてきましたが、このほ

ど事業統合を見送ることで合意しました。 

両社は、経営環境の急激な変化や国内外企業との競争が激化するなか、特定領域に強

みを持つ医療用医薬品メーカーとして、また在宅医療を融合させた新しいビジネスモデ

ルを含む健康貢献企業として、企業価値の極大化に資するところが大きいと判断し、 

２００３年１月２３日付で事業統合に関する基本合意に至りました。その後、４月末の

分割契約締結に向けて、統合委員会のもと機能毎の分科会を設置し、実務レベルの協議

を行うと共に、社外の専門家の知見も踏まえて、誠意を尽くして協議を重ねてきました。 

 しかしながら、基本合意の時点で見通すことができなかった事業環境の変化が生じた

結果、両社にとって重要な統合条件である統合比率におきまして、双方の株主の皆様に

等しくご納得いただける統合条件を見出すことができず、最終合意に至りませんでした。

本事業統合の価値を評価いただき、支援していただきました皆様のご期待に沿うことが

できない結果となり誠に残念ですが、両社とも最大限の努力を傾けた結果であることを

ご賢察いただきたく存じます。 

 尚、本事業統合の検討過程において、両社は理解の促進を図ることができましたので、

今後機会を見て、共同研究など連携・協力の可能性・方向性を探ってまいります。 

 帝人の医薬医療事業は、今後ともＭ＆Ａを含む抜本的な改革を視野に入れていきます

が、骨代謝系・呼吸器系・循環代謝系の３分野を重点領域とした医療用医薬品事業と、

高いシェアを占める在宅医療事業の強化を図りながら、売上高２，０００億円の早期達

成を当面の目標として、引き続き全力を尽くす所存です。 

 杏林は、感染症、免疫・アレルギー、代謝性疾患の創薬研究領域への重点的投資とア

ライアンス戦略を組み合わせた効率的経営を推進することにより、株主価値向上に努め

てまいります。更に、Ｍ＆Ａにつきましても引き続き積極的に検討し、得意領域の強化

や成長の加速化を図ってまいります。 

両社の今後の事業運営に関しまして、引き続きご理解とご支援をいただきますよう 

お願いいたします。 
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杏林製薬株式会社と帝人株式会社医薬医療事業グループ 

   との事業統合の見送りについて



  

杏 林 製 薬 株 式 会 社  概 要 

１．設      立  ：  １９４０年１２月 

２．本社所在地  ：  東京都千代田区神田駿河台２－５ 

３．資  本  金  ：  ４３億１７百万円（２００２年３月３１日現在） 

４．代  表  者  ：  代表取締役社長  荻原 郁夫 

５．従 業 員 数  ：  １，６７１名（２００２年３月３１日現在） 

６．売  上  高  ：  ６１１億円（２００２年３月期） 

７．事 業 内 容  ：  医薬品・医薬部外品・試薬・工業製品等の製造販売 

帝 人 株 式 会 社  概 要 

１．設      立  ：  １９１８年６月 

２．本社所在地  ：  大阪市中央区南本町１－６－７ 

３．資  本  金  ：  ７０７億８７百万円（２００２年３月３１日現在） 

４．代  表  者  ：  代表取締役社長  ＣＥＯ  長 島   徹 

５．従 業 員 数  ：  [連 結] ２４,０２６名（２００２年３月３１日現在） 

                    [単 体]   ４,２５２名（       同      上       ） 

６．売  上  高  ：  [連 結] ９,２３４億円（２００２年３月期） 

                    [単 体] ２,３２３億円（    同    上    ） 

７．事 業 内 容  ：  合成繊維・化成品・医薬医療を中心に事業活動を行い、活動拠点 

は、日本国内のみならず世界１０数カ国を超えている。グループ

企業と共に、グローバルに事業を展開している。 

【帝人の医薬医療事業グループ】 

  ◇グループ長  ：  帝人グループ専務執行役員  大八木 成男 

  ◇従 業 員数  ：  ２，２０２名（２００２年３月３１日現在） 

  ◇売  上  高  ：  ９４５億円（２００２年３月期） 

◇事 業 内容  ：  帝人グループのコア事業。医療用医薬品は骨代謝系・呼吸器系・循

環代謝系の３分野を重点領域とし、また在宅医療では６割以上の高

いシェアを占める在宅酸素療法事業を中心に、それぞれ全国展開を

行っている。 

 

     【当件に関するお問合せ先】 

          帝人株式会社   広報・ＩＲ室 

吉川、宇佐美 （TEL:03-3506-4055   FAX:03-3506-4150） 

          杏林製薬株式会社   企画室 

                    穂川       （TEL:03-3293-3414   FAX:03-3293-3450） 


